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研究概要
種 の々がんの中で患者の予後が最も悪いものが、膵がんである。膵がんは早期発見が極めて困難で、かつ治療に対する

抵抗性も極めて高い。このため、膵がん発生の素過程の解明や膵がん治療・予防法の開発は、最も重要な福祉課題の一

つとなっている。

一方で近年、薬物治療に対する抵抗性を含むがん形質を遺伝子型が規定する可能性が示唆され、がんの遺伝子型に合

わせた個別化医療が注目を集めている。しかし膵がん研究においては、臨床の病態を反映しつつ効率も高い実験系が欠如

しており、有効な個別化治療法やその創出のための方法論は現在までに確立されていない。 

そこで本研究では、個体レベルの迅速な研究が可能なハエと重要な評価系としての哺乳類を相補的に融合した独自の研

究基盤に立脚し、膵がんの個別化治療法の迅速な創出を目指す。申請者らは最近、ショウジョウバエを使用して新規膵が

んモデルを作出することに成功した。そしてこのハエの遺伝学解析により、膵がんの新規治療標的候補として代謝反応を制

御する因子を同定した。本研究ではこの知見を発展させ、遺伝子型ごとに有用な薬物療法を開発する。本計画の遂行を通じ、

膵がんの本態解明と治療法開発を強力に推進し、学術の発展と人類の福祉向上の双方への貢献を図る。
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